
【研究論文】

イギ リスにおける コ ミュニテ ィー教育 の一考察

EPAの リバ プ ール ・プロ ジェク トの検 討 を 中心 に 一

二 宮 衆 一

は じめ に

戦後初期 のイギ リスでは、満5歳 にな ると子 ども達 は幼児学 校(infantschoo1)に 入 学 し、7

歳 で初等学校(juniorschoo1)に 進学 した。そ して、11歳 に な る と試 験 を受 け、 そ の成績 順 に

グラマー ・スクール、 テ クニカル ・スクール、 モダ ン ・スクールの3っ の タイプの中等学校へ進

学 してい った。す なわち、戦後初期 の教育 システムの下で は、11歳 を転機 に子 ど も達 は、別 々の

進路 を歩 くことを余儀 な くされたわ けである。

もちろん、戦前 に も初等教育段階か ら中等教育段階への進学 の際 には、 テス トが設 け られてい

たが、 当時 はグ ラマー ・スクールに入学 する者 のみにそう した試験が課 され てお り、戦後 のよ う

にほとん ど全 ての子 ど も達 を巻 き込む ようなもので はなか った。3つ の タイプの中等学校 とその

振 り分 けの際 に課 された通称 イ レブ ン ・プ ラス試験 こそが、戦後初期の イギ リスの教育を根本 に

おいて規定す る要因 であ った。通常、 イ レブ ン ・プラス試験 は、知能検査 に加え国語、算数、 内

申書、面接か らな って いた。 そのため、 テス トの準備 に拘 束 された初等学校で は様々な実践を 自

由に試み る ことが困難 となり、 また国語 と算数の成績 に基づいた ス トリー ミングやバ ンデ ィング

といった能力別学 級編成の弊害が指摘 されて いたfl)。

しか し、 イギ リスで は、戦後初期か ら、 このイ レブン ・プラス試験 と中等教育の分離制度を廃

止 し、総 合制中等学校へ と再編す ることを求 めるコ ンプ リヘ ンシブ運 動 が進 め られ て きた(2)。

そ して、 運動の進 展の結果、1965年 に は教育 科学省 が 「通達10/65(中 等 教育 の再編成について)」

を発布 し、全国の地方教育当局 に対 して、総合制 中等学校 への再編 を要 請す るにまで至 る。当然、

この通達 によって イギ リス教育 を取 り巻 く状況が、一 変す るか と思 われたのだが、改革 は遅々 と

して進 まなか った。 例えば、 改革当初 は、多 くの論者 が指摘す るよ うに 「一 つの学校 の下 での、

分化 した カ リキ ュ ラムの提 供」 とい う状況 が一 般 的で あ った。 サ イ モ ン(B.Simon)と べ ン

(C.Benn)の 調 査 によれ ば、1968年 の 時点 で70.5%、1970年 の時点 で も58.5%の 総 合制 中等 学 校

が、 ス トリー ミングやバ ンデ ィング、 セ ッテ ィングとい った何 らかの能 力別編成学級 を とって い

た(3)。

改革 の 目玉 であ った中等教育 が、 こうした状況 であ ったため、初等教育 で も状況 は大 きくは変
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わ らなかった。そうした状況の中、1967年 に 「プラウデン報告」が発布された。それは、能力別

学級編成やイレブン・プラス試験を批判すると同時に、当時徐々に浸透 しっっあった児童中心的

なインフォーマルな教育実践を推奨することによって、戦後初期の名残を残す当時の教育状況を

打開する策を初等教育の側か ら提案するものであった。

本稿では、この 「プラウデン報告」の中で提案された児童中心的なインフォーマルな教育実践

による改革案を考察することを目的とする。報告は、イレブン・プラス試験 と初等学校 における

能力別学級編成の廃止、学習の個別化に対応するための補助教員(teacher'saids)、 就学前教育

の拡充、学校 と家庭の密接な連絡 と協力体制の構築、教育優先地域(EducationalPriority

Area、 以下EPAと 省略)の 設定など197項 目の勧告を行っている。 ここでは、その全てを考察す

ることはできないため、そこで示された初等学校改革案を概略す ると共に、EPAと して指定さ

れた リバプールで計画されたコミュニティー ・スクールをその具体像として検討 したい。

1.プ ラウデ ン報 告 の方 向性 とEducationalPriorityArea

プラウデン報告は、本文 と調査資料の2巻 からなる大著である。 ここでは、本稿の目的に従い、

初等学校に関わる提案 とEPAの 設定に関わる記述を中心に取 りあげることにす る。

報告の第15章 は、初等教育段階の目的とその設定のたあのアプローチを記 した提案からなる。

そして、その中でも 「理想 とする初等学校の教育」 と題する項目では、主に次のような2っ のこ

とが提起されている(4)。一っめは、「学校は、子どもが将来の大人 としてではなく、何よ りもま

ず子どもとして生 きることを学ぶ共同社会である」 という記述に示されるように、子ども期を大

人のたあの準備段階 と理解するのではなく、子どもとして生 きること、すなわち子ども期の独自

性が強調されている。次いで、そうした子ども期の特徴 として経験や活動、遊戯の重要性があげ

られている。「学校 は……、子ども自身による発見や自分 自身の経験や創造的な活動を重視する。

学校は、また知識は個々のバ ラバラなものに分割されるものではないこと、学習と遊 びは相対立

するものではなく、相互に補い合 うものである」と報告書は主張する。

イギリスでは、こうした子ども期の尊重と子どもの経験や遊びを重視する傾向を児童中心的な

インフォーマルな教育と呼ぶわけであるが、カリキュラムの考察を行っている報告書の第16章 に

目をやると、そうした傾向がより鮮明に浮かび上がって くる(5)。そこでは、 まず20世 紀のイギ

リスにおけるカリキュラムの変遷が概観された後に、1931年 の 「ハ ドー報告」の一節が取 りあげ

られている。「初等学校のカ リキュラムは、習得されるべき知識や貯えられるべき諸事実によっ

てよりは、む しろ児童の生 きた活動と経験 によって組織されるべきである」。

プラウデン報告 は、 この一節を継承 し、子 どもの遊びと経験の意義を強調する。遊びは 「幼年

期の子 ども達の学習の主要な手段」であり、「子ども達は遊びを通 して因果の法則を知 り、識別

力、判断力、想像力あるいは物事を分析 ・総合する能力を次第に身にっけていくのである」。「遊
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びの中にこそ、 カリキSラ ムの中で提供され、やがて彼 らが学習 していかなければならない諸教

科の萌芽があるのだ」 と。さらに経験の意義にっいては、次のように述べる。「子ども達 は、道

徳的な考えを発達させる前に、まず様々な人間行動にっいての多様な経験をすることが必要であ

る。子 どもの経験と理解を越えた言語的表現は、彼 らの学習にとって大きな障害となるものであ

る。……従 って、子ども達の生活経験か ら遊離 した知識や経験にっいての教育は、その目的を十

分に達成することができない」。

そして、最後に子どもの経験や遊びの重視に対応する形で、 カリキュラム編成にっいての提案

が行われる(6)。「初等学校の教育内容は、子どもの具体的な日常生活の経験に即 して組織 され、

彼 らの遊びや自発的な学習活動を中心に展開されることが必要なのである。従って、この様な子

ども達の活動をそれぞれの教科に厳密に細分することは、彼 らの活 き活 きとした思考や興味を妨

げることになり、かっ問題解決にあたって必要となる相互に関連 し合う諸要素についての認識か

ら子ども達を遠ざけて しまうことになる。 このことから、我々は初等学校のカ リキュラムの教科

への分割 は、非常に大まかなものであるべきだと考える」。

このようにプラウデン報告は、イレブン・プラス試験と能力別学級編成の廃止を訴えるのみな

らず、子どもの経験や遊びを重視 し、それに基づ くカリキュラムの編成と教育実践を積極的に提

起することで、初等教育が向か うべき方向性を実践 レベルにおいて明確に提起 したといえる。さ

らに、報告 はこうした改革の方針を提案するのみならず、最 も教育が貧困で困難な地域を対象に

したプロジェク トを組み、自らの方針を実践 している。これがEPAの 設定である。

EPAに 関わる 「勧告8」 は、その目的を次のように示 している。「子 どもが家庭条件によって

非常 に不利 を蒙 って いる地域 の学校 に対 し、 国家的政策 と して 『積極的差 別(positive

discrimination)』 を採用することである。この措置は、これ らの恵まれない地域の学校 を国内

の最上級の学校と同 じレベルに引き上げるものでなければならない。このため、これらの学校に

対する経費配分を増加することが必要となる」。この勧告に示されるように、EPA計 画は教育が

貧困で困難な地域に財源を投下することにより、教育改善を図るものであった。

しかしなが ら、そのプロジェク トの報告書を見てみると、その活動は学校施設の改善に始まり、

カ リキュラム開発、家庭との連絡網の構築、教師教育の改善、通知表や学校通信の開発に至るま

での多岐に渡っている。そして、こうした多岐に渡 るEPAプ ロジェク トは、 プラウデ ン報告の

「勧告19」 が示すように 「コ ミュニティー ・スクール」の建設として包括的に提起されている。1

968年 から72年にかけての第一期プロジェクトには、 リバプール、ロンドン、バー ミンガム、ウェ

ス ト・ライディング、 スコットランドから5っ の地域が指定された。本稿では、 リバプールでの

プロジェク トの報告書をもとに、プラウデン報告で提案 された改革案の実像をカリキュラム開発

に焦点をあて探ると共に、 プロジェクトの成果によって見えてきた新たな課題を指摘 したい。
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2.リ バプ ー ル ・プ ロ ジェク ト

プラウデン報告に依れば、①職業構成、②家族規模、③無料で学校給食を受 けている子 どもの

数および政府か ら生活援助を受けている家族数など、④過密住宅地 と同居家族数、⑤児童の学校

への出席日数、⑥遅進児や心身障害者数、⑦親のいない子どもの数、⑧英語の話せない子どもの

数といった基準にもとづきEPA地 域の選択が行われた。

リバプールのインナーシティーは、第一期のEPA地 域として指定された地区である。 リバプー

ルは、一昔前まではイギ リスを代表する港町であったが、交通網の発達と共に中産階級 は郊外へ

と移住 していき、財力のない労働者が残された、いわゆる都市の空洞化現象の起きた典型的都市

である。指定 された地域の人 口は、26,500世 帯の90,000人 。この内12,000人 の子どもが就学前、

16,250人が学齢児にあたっていた。

いくっかのEPAの 選択基準項 目と対応させながら、この地域の状況を示すと次 のよ うになる。

①専門職や中間管理職に就 く成人 は人口の4%で あり、半熟練あるいは非熟練労働に就 く者は人

口の53%に のぼる。③プロジェクトが開始 される前年の1967年 の統計によれば、 この年は1600件

以上の破産申告があり、500人 以上の債務者がでており、さらに失業率は30%に およんでいた。

④この地域では、ほぼ半数近 くが共同賃貸住宅に住んでおり、一部屋に2人 以上住んでいる割合

は一割を上回っていた。⑤1967年 か ら1968年 までの一年間の初等学校での欠席率は13.3%と 過度

には大きくない。⑦ある学校では242人 の生徒の内52人 が破綻 した結婚の犠牲者であり、11人 の

子どもが親と離別 しているという報告がなされている。

このように、 リバプール ・プロジェクトは、EPAの 提案に沿 った 「恵 まれ ない地域」 を対象

にして始められた。プロジェクトの報告に依れば、まずはじめに行われたのは、校長 との昼食会

や教師同士の連絡網づくりなど地域内の学校 とのネットワークづ くりであった。その際、プロジェ

ク ト関係者達が、教育関係者達に示 した3つ の柱が、家庭 と学校の関係づくり、カ リキュラムの

開発、学校とコ ミュニティーの関係構築である。

まず、家庭と学校の関係づ くりでは、親の学校運営 ・行事への参加が目指された。 もともと、

この地域の親達は、半熟練工や非熟練工が多い点からも想像できるように、あまり良い学校経験

を してきていない。事実、プロジェク トの報告の中にも、親達が学校にきて、教師や校長の前に

出ると途端に卑屈になるという指摘がなされている。プロジェク トは、こうした親達を学校に引

き込むために様々な試みを行っている。代表的なものとしては、学校内にレス トランを設け親達

にコーヒーを振る舞う 「朝のコーヒー ・タイム」、料理作 りや裁縫などの授業への参加、「Back

Home」 や 「Solly」といった学校から家庭への出版物の提供などがある。その結果、ある学校で

は75%の 親達が自分達の子 どもは他のどの学校にも負けない教育を受けていると感 じており、65

%が 自分達が受けた教育よりも良い教育を子 ども達が受けていると感 じているとアンケー トに答

えている。

-77一



次 に学校 とコ ミュニテ ィーの関係構築 に目をや ると、 そ こで は学校 が コ ミュニテ ィーに開かれ

て いき、 コ ミュニテ ィーの発展 に貢献 す ることが目指 された。 この 目的 自体 は、EPAに 共 通 す

るコ ミュニ ティー ・スクール全体 の課題 であ ったため、 そのための特定 の活動 がな されたわ けで

はなか ったが、 い くっかの活動 が結果 として コ ミュニテ ィーの発展 に直接結 びついた例 が報告 さ

れてい る。例 えば、学校施設 の改善 と美術 の授業 を上手 く組 み合 わせ た壁画作 りは、 この地 区の

海岸風景 を見事 に描 きあげる ことで、一っ の観光 スポ ッ トになった。 この ことは子 ど も達 に自 ら

の作品へ の自信 と誇 りを与 え、地域 の自然環境へ と目をや ることに も一役買 うことになる。

この活動 に示 され るよ うに、子 ど も達 に とって身近 な生活経験 と結 びっ いた活動 を組織す る こ

とが、 コ ミュニテ ィーとの関係で は重要視 され たわ けで あるが、 これ を意識的 に教育実践 と して

取 り込 も うと した の が 、 「コ ミュ ニ テ ィ ー志 向 の カ リキ ュ ラ ム(communityoriented

curriculum)」 の開発 であ る。 このカ リキ ュラムは、地域 の様 々な社会問題 を媒介 とす ることで、

子 ども達が 自 らの社会的環境を認識 し、 それを改善す る批判 的関心 と行動力を育て ることを 目的

と して いた。そのた め、 そこで は、教科 学習で はな くテーマ学 習が、学問の系統性 よりもむ しろ

地域での子 どもの生活経験 が重 視 された。 っ ま り、 子 どもの生活 経験 と 「社会 的教育(social

education)」 を中心 に据 えたカ リキュラムの開発が 目指 されたわ けで ある。 そ こで、以下 では、

なぜ子 どもの生活経験 と社会的教育 が重 視 されたのかを考察す る と共 に、 プロジェク トで実際に

行われた実践を簡 単 にで はあ るが紹介 す ることにす る。

3.コ ミ ュニ テ ィ ー・志 向 の カ リキ ュ ラ ム

「一般 的に コ ミュニテ ィー ・ス クールは、教 師、子 ど も、 親 、 コ ミュ ニテ ィーの 中心 と して

『コ ミュニ ティー ・カ リキ ュラム』 を備 え るべ きである」の。 この言葉 に示 されるよ うに、「コ ミュ

ニテ ィー志 向のカ リキュ ラム」 は、 リバ プール ・プロジェク トの中心的課題 であった。先 に紹介

したように、開発 の力点 は子 ど もの生活経験 と社会的教育を中心 に したカ リキュラムを編成す る

ことにあったが、 まず は、 プロジェク トが従来 のカ リキュラムをどのように捉え ていたのかか ら

検討 してみ よう。

従来の カ リキュラムは 「今 日、時代遅 れの ものであ り、 日常生活 か ら隔た ってお り」、「コ ミa

ニ ティーと子 ども双方 のニーズに応えて いない」 と批 判 され る(8)。 例 えば、 地 理 で扱 われ る エ

スキモーの生活 は次 のように批判 されて いる。「それ らは子 ど もの経験か ら隔 た って いるだ けで

な く、エ スキ モー人の多 くは、今や氷 の家や鯨の脂 とい った生活 か らは離 れてお り、普通 のア メ

リカ人の生活をお くって いる」 と(9)。 ま た、 テープ ・レコー ダーや テ レ ビの普及 と共 に浸 透 し

っつあ るフランス語な どの外国語教育 も次の ように非難 される。現在、 外国語 が カ リキ ュラムに

含 まれ ることは良 いことと思 われてい るが、 フランスでバカ ンスを楽 しむよ うな人々がほ とん ど

存在 しない この地域 で、母 国語教育 をないが しろに しなが ら、 フランス語 を教 え ることは喜劇 で
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あ る。

っ ま り、高等教育へ の進学 を考 えている者 に とっては、 エ スキモーの生活 や フランス語 の知識

は必要 であろ うが、EPAに 指 定 されたよ うな貧 しい地域 に とって、 まず必要 な こと は、 身 の回

りの生活問題 を解決 できる基本的 な力 なのであ る。 では、 プ ロジェク トの中で考え られ ていた基

本的 な力 とは何 だったのか。 これ こそが、社会的教育 によ って酒養す ることが 目指 され た社会 的

能力で ある。

プロジェク トは述べ る。「代替案 は、大 多数 の子 ど もに社会的教育 を提供す る ことで あ る。 子

ども達が 自 らにとって快 適で あり、賛成で きる方法 によ って生活 を変革 した り改善 した りする事

を学 ぶ中で、彼 らの世界を抑 圧 して いる現 実の吟味を行え る社会的能力を与 え ることが社会的教

育 であ る。 社会環境 の綿 密な調査を通 じて、子 ども達 はよりはっきりと自らのニーズを理解す る

準備 がで きるだ ろう。 そ して、その観 点か ら、 彼 らはニ ーズを満たす方法 や手段 を発見 するよう

にな るか も しれないのであ る」(1D)。

社 会 的教育 とは、地域 の様 々な社会 問題 を媒介 とす ることで、子 ども達 が自 らの社会 的環境を

認識 し、 それを改善 する批判 的関心 と行動力 を育 て ることを 目的 としていた ことが伺 われる。 自

らの置 かれてい る状況 を正 しく理解 し、 自己のニーズを明確 に表現 で き、 それを満 たす公共的働

きか けを要求す る力 こそが、EPAの 子 ど も達 に必要 な基本 的な能力 として求 め られ たので あ る。

こ うした社会的教育 を中心 に したカ リキュ ラム開発が進 め られ た背景 には、次の ような地域理

解が存在 したこと も見逃せ ない。 プ ラウデ ン報告 は、 その 目的 と してEPA地 域 の教 育水 準向上

を唱 って いたことは、先 に述べ たとお りで ある。問題 は、 この水準向上の尺度であ る。報告を読

む限 り、それ は中途退学者を減少 させ ると同時 に高等教育進学者 を増加 させ ることを含んでいた

ことは明 らかであ る。 この点 にお いて、報告 はEPAの 実 状 を しっか りと認識 して いなか ったと

同時に、 コ ミュニテ ィー ・スクールの役割 について も十分 に明確でなか った と考え られ る。

リバ プール ・プロジェク トは、 この点 に関わ って次 の ような主張を行 ってい る。 「さ び付 い た

き しむ機械 と化 しているEPA教 育 を円滑 にす ることによ って、 高 等教育 の ため によ り多 くの中

途退学者 が在学 しっづ け るとい うプ ラウデ ン報告 の可能性 が実現 され るか もしれない。 しか しな

が ら、 それは最 も良 い場合 で も、 わずかに人数 を減 らされた大多数 の人 々を生涯 に渡 る剥奪 とい

う苦 しさに直面 させ続 けるだろ う」(11)。続 けて、 プ ロジェク トは語 る。1991年 に はこの地域 の人

口は、73,000人 程 度 にな ると予 測 され る。現在EPAの 学 校 に通 って いる子 ど も達 の多 くが、 その

頃 には成人 に達 してお り、何 らか の職業 に就 いて いるだろ う。 しか し、73000人 が主 としてマネー

ジャーや教師 などの専門職 になるということは考 えに くい。彼 らの ほとん どは、彼 らの親達 と同

様に半熟練工や非熟練 的職 業 に就 くことにな るだ ろう。っ ま り、EPAで は、 誰 もが賞 にあず か

れ る 「不思議の国の ア リス」 は現実化 しないので ある。

ここに、 プロジェク トの確 かな現 実認識 とそ こか ら芽生 え るコ ミュニテ ィー ・ス クールのアイ

デ ンテ ィテ ィが見 いだせ る。 っ まり、 リバプール ・プ ロジェク トは、社会 的剥奪 が集 中 した地域
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を対象 とす る ことで イギ リス社会を貫 くメ リ トクラシーの原理を認識 し、 それ に対抗す る戦略 と

して コ ミュニテ ィー ・スクールを位置づ けたのであ る。 その ため、そ こで求め られ た社会的教育

とは、 この地域 とは対照的な郊外地域の文化、 あるいはテ レビや ラヂ オが もた らす大衆文化で は

な く、社会的剥奪が集中 して いるこの コ ミュニ ティー固有の文化であ り、地域環境の学習で あっ

た。「教 師が都市 の子 ど も達 を表面的 に磨 くことを試 みた現実逃避 ではな く、 子 ど も自身 の道 理

の中で都市での彼 らの経験 や可能性 を コッコッと開発す る試み」aa>こ そ が、「コ ミュニテ ィー志

向 のカ リキ ュラム」 として要求 されたのであ る。 自 らの居 住地 であ るコ ミュニテ ィーをよ り住み

易 い地域 へ と変革 してい くことこそが コ ミ3ニ テ ィーの発展 であ り、 そ う した変 革に参加 で きる

力 を養 うことが コ ミュニテ ィー ・スクールの最大 の役割 であ った。

で は、実 際に行 われた実践 は、 どのよ うな ものであ ったのか、 ここで簡単 にではあるが紹介 し

てお こう。 コ ミュニテ ィー志向 のカ リキュ ラムの代表 的実践 として、 スーパーマーケ ッ トの例 が

あ る('3)。これは、 当初子 ど もの生活経験 と算数 ・社会的教育 を結 びっ け る実 践 と して行 われ た

が、実践 が進 むにつ れ多 くの教科 と関係す る総合的 な学習 とな った例である。イギ リスの大手 スー

パーマーケ ッ ト会社 テスコと地域 のい くっか の小売店 の協力 を得 て、実施 されたこの実践 は、本

物のスーパーマーケ ッ トの運営 を子 ど も達が手伝 うとい うリア リテ ィに富 む試 みであった。市場

調査、仕入 れに始 ま り、 レジ打 ち、売 り上 げの集計 といった実際 の労働 を経験す る中 で、子 ど も

達 の基礎的 な算数能力 を発達 させ ると同時 に、商品流通 の仕組みや小売 り業が地域で果 たす役割

な どを学習 し、 自分達が住む地域の実状 を理解 して いった。 さ らには、店舗 の運営 の中で浮上 し

て きた万引 きや喫煙 といった問題が道徳 教育 に結 びっ き、売 り上 げを伸 ばす ための広告デザ イン、

商品のデ ィスプ レイ、福引 きな どの イベ ン ト企画が芸術や工作教育へ と発展 して いった。

っまり、 スーパ ーマーケッ トは、売 り上げの集計や市場調査、広告 デザイ ンといった具体的 な

学習経験 の場 を子 ど も達 に提供 す ることで、 それぞれの教科概念や思考方法 を具体的活動 を通 じ

て学ぶ機会 を与え た。 また、数 学や社会 科、芸術、道徳 といった様 々な教科 の認識を具体的 に統

合 する 「ハ ブ」の役割 を果たす ことで、 リア リテ ィに富む総合的な地域社会 の認識 と自己認識 を

育 む もの となったので ある。

お わ りに

コミュニティー ・スクール 自体は、 イギ リスで はヘ ン リー ・モ リス(H.Morris)の 「村大 学

(villagecollege)」 以 降、草 の根的 に進 め られ てきた教育運動で あ った。残念 なが らEPAは 、 財

政不足のた め初期の5年 で打 ち切 られた ものの、 コ ミ3ニ テ ィー ・スクール はこれを契機 に普及

が進んで いった。 リバ プールで は、3年 の予 定を消化 した後 もプロジェク トの成 果 は継承 されて

いる。 また、EPAの 後 もROSLAプ ロ ジェク トや ノッテ ィンガム、 ケ ンブ リッヂな ど多 くの地 域

で、 コ ミュニティー ・スクールの実践 が行 われ、 その成果 が報告 として まとめ られて いる。
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本稿で は、後年の そう したプロ ジェク トの先駆 けにあたる リバ プール ・プロ ジェク トを概観 し

て きた。 プロジェク トは、 コ ミュニテ ィーを住み易 い地域へ と変革 してい く社会的能力 を子 ども

達 に身 につ けさせ ることを 目指 した。 そ して、 その ため の戦略 と して、その地域 にお ける子 ども

の生活経験を重視 し、社会的教育 を中心に した カ リキュ ラム開発を行 って いった。先述 したよう

に、 そ こで は、工場作業員か ら銀行員へ といったような労働者階級か ら中産階級への上昇 という

メ リトクラシーの原理 に沿 う生活改善 は目指 されず、 自 らの生活基盤であ るコ ミュニ テ ィーの創

りかえを通 して生 活を改善 して い くという展 望が持たれて いた。

ここには、 明 らかに1970年 代 か ら始め られ、その後ナ シ ョナル ・カ リキ ュラムやアセ スメン ト

によ って提案 され る教育 改革構 想 とは異 な る展望 が存 在す る。例 えば、 ケ リー(A.V.Kelly)は 、

1988年 の 改革 の背後 にあ る原理 を、教育 とは何 の役に立 っのか とい う観点 か ら子 ど も期 を大人 へ

の準備 と考 える 「道具主義」、教育 を工場経営 に例え競争 を至上原理 と して導入す る 「商業主義」、

機会均等 のみの平等 を強調 す る能 力主義 に基 づ く 「エ リー ト主義 」 と指 摘 して い る(IM1)。コ ミュ

ニテ ィー教育 は、 コ ミュニテ ィーの一員 と して成長 する ことを願 いなが らも子 どもの生活経験 を

重視 し、子 ど も期 の独 自の価値 を認 め る点 において、他人 との競争 ではな くコ ミュニテ ィーの一

員 と して協力 しなが ら地域 の発展 を担 う点 において、 そ して、 メ リトクラシーに乗 っ取 った個人

の立身 出世 を目指 さないとい う点 において、1988年 の もの とは異 なる教育改革 の提案 を行 ってい

る。 ここに、 コ ミュニテ ィー教育 の大 きな意義が あ ったと考 え られ るのである。

本稿で は、 こ うしたコ ミュニテ ィー教育 の構想 を概観す ると共 に、 その核 となるで あろ う 「コ

ミュニテ ィー志向 のカ リキュ ラム」 を紹介 した。 リバ プール ・プロジェク トが 「社会環境 のオー

プ ン ・エ ン ドな調査 は、単 に地域 の環境 に目を向 けるとい うことで はない」 ㈲ とい う時 、 そ こ

には地域固有の問題を媒介 に しなが らメ リ トクラシーの原理 を克服す るという意識が隠 されて い

た。 そうす ると問題 は、地域 における子 どもの生活経験 を重視す るという際、 どのような社会環

境 や地域の問題を問題 と して取 り出 し実践を展開 して いたのか にあ る。 今後 の課題 と して は、教

科書 や ワークブ ックな どの実践資料か ら、具体的 に何が問題 と して扱われたのかを検討す ること

で、 コ ミュニ ティー教 育の実態 をより明 らか に してい きた い。
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